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ア

ジ

ア

ログ

ロ

ー

バ

ル

陛
騰
Ｆ
Ｉ
，

，

２
０
２
０
年
ま
で
に
近
代

的
な
工
業
国
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

は
、
進
む
工
業
化
と
生
活
水

準
の
向
上
に
よ
り
、
電
力
消

費
量
が
年
１０
％
以
上
の
ペ
ー

ス
で
伸
び
て
い
る
。
旺
盛
な

電
力
需
要

に
対
応

す
る
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
第
７

次
国
家
電
カ

マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
大
規
模
な
電
源
開
発
を

計
画
し
た
。
発
電
容
量
は
２

０
２
０
年
に
１０
年
比
で
３

・

５
倍
に
、

３０
年
に
は
６

・
９

倍
に
引
き
上
げ
る
。

計
画
で
特
徴
的
な
の
は
、

石
炭
火
力
発
電
所
の
大
規
模

な
新
設
だ
。
発
電
容
量
の
１８

％

（
‐２
年
）
に
と
ど
ま
る
石

炭
の
割
合
を
２０
年
に
４８
％
、

３０
年
に
は
５２
％
ま
で
急
拡
大

さ
せ
る
計
画
だ
。

石
炭
火
力
を
推
進
す
る
の

は
、
水
不
足
が
電
力
不
足
に

直
結
す
る
水
力
発
電
が
発
電

容
量
全
体
の
４８
％

（‐２
年
時

点
）
を
占
め
る
こ
と
へ
の
危

機
感
か
ら
だ
。
雨
期

・
乾
期

や
年
ご
と
の
降
水
量
で
発
電

容
量
が
左
右
さ
れ
る
不
安
定

な
水
力
発
電
に
頼
る
状
況
で

は
工
業
化
の
進
展
が
遅
れ
か

ね
な
い
。

実
際
、
昨
年
の
乾
期
に
は

電
力
が
不
足
し
、
南
部
で
操

業
す
る
製
造
業
約
６
０
０
０

社
に
生
産
縮
小
を
求
め
る
事

態
も
発
生
し
た
。

た
だ
、
過
去
の
電
源
開
発

の
建
設
工
事
は
遅
れ
が
ち
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
計
画
達
成

を
疑
間
視
す
る
見
方
が
支
配

的
だ
。

例
え
ば
０６
～
‐０
年
の
５
年

間
で
計
画
通
り
に
運
転
開
始

し
た
発
電
所
は
全
体
の
７
割

未
満
に
す
ぎ
な
い
。
な
か
で

も
石
炭
火
力
発
電
所
が
遅
延

す
る
例
が
多
い
。

特
に
０３
～
‐３
年
の
石
炭
火

力
発
電
所
の
建
設
計
画
で
は

遅
延
が
多
発
し
て
い
る
。
こ

の
期
間
中
の
２０
件
の
入
札
の

う
ち
‐５
件
を
受
注
し
た
と
さ

れ
る
中
国
系
Ｅ
Ｐ
Ｃ

（設
計

。
調
達

・
建
設
）
企
業
の
施

工
能
力
の
不
足
が

一
因
と
み

ら
珈
は
い
曜
焙

で
も
ヽ
中
国

朴
癖
円

味
議
鰐
陣
欺
嘱
韓
蕪
勒
理
韓

仙
則
桝

国
系
企
業
は
建
設
労
働
者
と
　
ァ
」日系の技術支援 t

日
系
Ｅ
Ｐ
Ｃ
企
業
に
と

っ

て
は
、
新
規
参
入
が
し
や
す

い
情
勢
に
な

っ
て
き
た
。
実

際
、
水
力
か
ら
石
炭
火
カ

ヘ

の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き

な

い
現
地
建
設
企
業

か
ら

は
、
日
系
企
業
の
品
質
や
技

術
支
援
に
期
待
す
る
声
も
上

が

っ
て
い
る
。

日
系
企
業
が
発
電
所
建
設

の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
受
注
を
狙
う
に
は

コ
ス
ト
競
争
力
も
必
要
だ
。

そ
の
た
め
、
元
請
け
と
し
て

全
体
を
統
括
し
つ
つ
、
主
機

以
外
の

一
部
設
備
の
設
計

。

施
工
の
協
力
会
社
に
現
地
建

設
企
業
を
活
用
す
る
な
ど
の

提
携
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ｃ
案
件
の
主

要
な
発
注
者
は
Ｅ
Ｖ
Ｎ

（
ベ

ト
ナ
ム
電
力
公
社
）
で
あ
り
、

次

い
で
ペ
ト

ロ
ベ
ト

ナ
ム

（石
油

。
ガ
ス
公
社
）
、
ビ

ナ
コ
ミ
ン

（石
炭
鉱
産
物
公
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▼チェコ政府、2015年 1月 かろ最低賃金を引

き上げヘ

チェコ政府は2015年 1月 1日 から法定最低

賃金を約 8%引 き上げる。最低賃金に関す

る政令を改正 し、現行の月8500引ナ(約 4万
2500円 )を月9200コ llナ に引き上げることを決

めた。当初予定よりも引き上げ幅が拡大 し

たため、同国企業の間では経営圧迫への懸

念が広がっている。 (vvw.jetro.go.jp/bi2

news/542e5145510eO)

▼ベ トナム政府、南部ホーチミンに日系企業

の支援窓口を開設
ベ トナム計画投資省傘下の外国投資局は、

同国南部の最大都市ホーチ ミン市に「南部

ジャパ ンデスク」を開設 した。日系企業の

ベ トナム進出支援や誘致を促進する狙い。
ベ トナム政府による日系企業向け支援拠点

は首都ハノイ市に続き、 2カ所目となる。

(vwv.jetrO.go.jp/biznews/542df7b85a93

8)

▼米国でユダヤ教の戒律に従つた時忍証食品」

の市場拡大

米国でユダヤ教の戒律に従った「 コーシャ

認証」を受けた食品の市場が広がっている。

同認証は資格を持ったラバイ (ユダヤ教の

指導者)が生産工程の安全性を認定するも

の。米消費者による食の安全意識が高まる

なか、オーガニック認証や非遺伝子組み換

え認証 とともに普及が進んでいる。 (ww
w.jetro.go.jp/biznews/5431f8c520788)

www.businesswire.co m/

▼米デル、テキサス州マッキニー市がウェブ

アプリやサーバーの稼働状況を一括で管理

できる同社製ソフ トウエアを導入 (vww.d
eH.com)

▼スペインのエネルギー大手アクシオナ子会

社で風カタービン製造のアクシオナウイン

ドパワー、欧州の大手ファンドのキャピタ

ル・ダイナ ミックスが管理する米テキサス

州の風力発電所に風カタービ
｀
ンの供給を開

妊」(www.acciona.com)

▼米化学セラニーズ、11月 から米国で酢酸 ビ

ニールの販売価格を 1約ド(453崩)あ たり

5セント値上げ (www.celaneseocom)

▼米包装会社のカバ リス、欧州における樹脂

の小売事業から撤退を発表 (vwwocoveris.

com)

▼スウェーデンの産業機械メーカーのアーカ

ム、金属の粉を重ねて部品などを作る「 E
BM」 と呼ぶシステムをロシアの宇宙産業
の研究機関から受注 (vww.arcam.com)

▼米製薬大手のブリス トル・ マイヤーズスク

イブ、スイスの同業ノバルティスと肺がん

の臨 床譜 玲 r治踏Ⅲ 苓掃推 士 ス ル率 寿 rw

不
安
定
な
水
力
に
懸
念

し
て
中
国
人
を
送
り
込
み
、

ベ
ト
ナ
ム
人
を
ほ
と
ん
ど
雇

用
し
な
い
た

め
だ
。
さ
ら

に
周
辺
の
部

品
も
中
国
製

品
を
持
ち
込
む

こ
と
か

ら

「
地
場
産
業
に
貢
献
し
な
い
」

と
い

っ
た
不
満
が
現
地
に
は

根
強
い
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
南
シ

ナ
海
の
領
有
権
問
題
で
両
国

の
緊
張
関
係
が
高
ま
り

「
中

国
離
れ
」
が
進
む
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

社
）
だ
。
こ
う
し
た
国
営
企
、

業

に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る

に

は
、
現
地
企
業
の
持

つ
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
る
場

面
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

な
お
、

１４
年
１
月
施
行
の

改
正
入
札
法
で
、
ベ
ト
ナ
ム

の
国
際
入
札

へ
の
外
資
企
業

の
参
加
条
件
は
変
わ

っ
て
い

る
。
新
た
に
現
地
企
業
と
の

提
携
や
下
請
け
契
約
の
締
結

が
加
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
も
現
地
企
業
の
活

用
は

一
層
重
要
に
な

っ
て
い

る
。Ｅ

Ｐ
Ｃ
の
受
注
が
増
え
れ

ば
、
元
請
け
企
業
だ
け
で
な

く
、
関
連
設
備
機
器
製
造
な

ど
関
連
分
野
の
事
業
機
会
も

広
が
る
は
ず
だ
。
関
連
各
社

は
、
今
後
の
石
炭
火
力
発
電

所
の
新
設
や
日
系
Ｅ
Ｐ
Ｃ
企

業
の
受
注
獲
得
の
動
向
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

遅犀弱ム幸民か ら (ジェトロ酉酎動

石炭火力の新設進むべ トナム

ベトナムの発電設備容量構成比

億キロワット

□ その他
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ビジネスワイヤから

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ｈ
杉
本
貴
司
】
米
国
で
北
部
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
鉄
鋼
産
業
が
南
部
に
進
出
す
る
動
き
が

広
が

っ
て
い
る
。
主
要
な
顧
客
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
南
部
で
生
産
を
拡
大
し
て
い
る
た
め
だ
。
南
部
は

「
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
」
の
産
地
で
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ
る
製
鉄
法
も
広
が
っ
て
き
た
。
日
本
企
業
も
新
日
鉄
住
金
が
ア
ラ
バ
マ
州

の
新
工
場
を
来
年
に
も
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
。

ビ
ッ
グ
・リ
バ
ー
や
ヌ
ー
コ
ア

米鉄鋼業南部に進出

新日鉄住金、フル稼働急ぐ

新
工
場
稼
働
相
次
ぐ

ア
ラ
バ
マ
州
バ
ト
ミ
ン
ガ

ム
に
あ
る
ホ
ン
グ
の
工
場
。

目
を
引
く
の
は
大
規
模
な
板

金
プ
レ
ス
エ
程
だ
。
高
級
車

「
ア
キ

ュ
ラ
Ｍ
Ｄ
Ｘ
」
を
手

が
け
る
工
場
の
幹
部
は

「
顧

客
が
触
れ
る
外
板
は
基
本
的

に
全
て
自
社
で
プ
レ
ス
し
て

い
る
」
と
話
す
。
外
注
す
る

こ
と
も
多
い
工
程
だ
が

「
ま

だ
南
部
に
は
鋼
材
加
エ
メ
ー

カ
ー
が
少
な
か

っ
た
」
こ
と

も
自
前
で
加
工
に
取
り
組
ん

だ
理
由
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
。

こ
ん
な
状
況
も
変
わ
り

つ

つ
あ
る
。
ホ
ン
グ
の
工
場
が

あ
る
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
か
ら
車

で
４
時
間
ほ
ど
の
同
州
カ
ル

バ
ー
ト
。
新
日
鉄
住
金
が
欧

州
ア
ル
セ
ロ
ー
ル

・
ミ
タ
ル

新
日
鉄
住
金
は
買
収
し
た
米

南
部
の
ア
ラ
バ
マ
エ
場
の
フ
ル

稼
働
を
急
ぐ
。
合
弁
の
パ
ー
ト

ナ
ー
は
欧
州
ア
ル
セ
ロ
ー
ル

・

ミ
タ
ル
。
か
つ
て
新
日
本
製
鉄

を
Ｔ
Ｏ
Ｂ

（株
式
公
開
買
い
付

け
）
の
脅
威
に
さ
ら
し
た

「
買

喉
王
」
だ
。
最
大
の
ラ
イ
バ
ル

と
手
を
組
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。

両
社
の
思
惑
は
、
当
初
の
工
場

主
の
狙
い
を
振
り
返
れ
ば
分
か

り
や
す
い
。

「
鉄
鉱
石
が
豊
か
な
ブ
ラ
ジ

ル
で
高
炉
を
建
設
。
下
工
程
の

自
動
車
用
鋼
板
は
供
給
先
に
近

い
米
国
で
量
産
す
る
」
―
―
。

１０
年

に
工
場
を
稼
働
さ
せ
た

独
テ
ィ
ッ
セ
ン

・
ク
ル

ッ
プ
は

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
た
が

る
壮
大
な
構
想
を
描

い
て
い

と
独
テ
ィ
ッ
セ
ン

・
ク
ル

ッ

プ
か
ら
２
月
に
買
収
し
た
大

型
鋼
板
工
場
が
本
格
操
業
に

向
け
動
き
始
め
た
。

こ
れ
ま
で
北
部
の
拠
点
か

ら
出
荷
し
て
き
た
が
、
南
部

に
広
が
る
自
動
車
各
社
の
工

場
に
供
給
し

「
１
年
以
内
に

フ
ル
稼
働
す
る
」

（新
日
鉄

住
金
幹
部
）
。
ホ
ン
グ
も
供

給
先
の
ひ
と
つ
だ
。

米
の
鉄
鋼
業
は
五
大
湖
周

辺
を
中
心

に
成
長
し
て
き

た
。
豊
富
な
鉄
鉱
石
鉱
山
が

あ
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も

北
部
に
工
場
群
を
抱
え
て
い

た
た
め
だ
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
北
部
よ

り
賃
金
の
安
い
南
部

へ
の
メ

ー
カ
ー
の
進
出
が
活
発
に
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
独
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

（
Ｖ
Ｗ
）
が

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
と
テ
不ヽ
シ
ー

州

で
そ
れ
ぞ
れ

工
場
を
稼

働
。
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
も
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
の
工
場
を
拡
張

す
る
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
南
部

進
出
に
あ
わ
せ
て
鉄
鋼
産
業

が
広
が
り
始
め
た
。
ビ

ッ
グ

・
リ
バ
ー

・
ス
チ
ー
ル
は
９

月
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
で
製

鉄
工
場
を
建
設
、
実
質
的
に

創
業
し
た
。

創
業
者
の
ジ

ョ

ン

・
コ
レ
ン
テ
ィ
氏
は
電
炉

最
大
手
ヌ
ー
コ
ア
の
元
ト

ッ

プ
。
投
資
額
は
１３
億

ブレ
ド

（約

１
４
０
０
億
円
）
と
同
州
の

民
間
投
資
で
は
最
大
だ
。

鉄
鋼
産
業
の

「
南
進
」
の

も
う
ひ
と
つ
の
原
動
力
が
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
だ
。
安
価

な
天
然
ガ
ス
を
狙
い
製
鉄
工

場

が
相
次
ぎ
進
出

し
て

い

る
。
石
炭
の
代
わ
り
に
天
然

ガ
ス
を
使
う
直
接
還
元
鉄
と

呼
ぶ
技
術
が
武
器
だ
。

ヌ
ー

コ
ア
は
今
年
初
め
に

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
こ
の
製
法

の
工
場
を
稼
働
。
生
産
能
力

は
２
５
０
万

ン
ト
と
神
戸
製
鋼

所
が
高
炉
体
上
を
決
め
た
神

戸
製
鉄
所
（年
１
７
０
万

ン
ト
）

を
上
回
る
規
模
だ
。

オ
ー
ス

ト
リ
ア
鉄
鋼
大
手

フ
ェ
ス
ト

ア
ル
ピ
ー
ネ
も
テ
キ
サ
ス
州

で
同
様
の
工
場
建
設
を
進
め

て
い
る
。

アラバマでミタルと合弁

新 国鉄住金 は ミタル との合弁
工場を 1年内にフル稼働 させ
る (ア ラバ マ州 カルバ ー ト)

買
収
の
脅
威
、な
お
緊
張
感
も

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
は
魅
力
だ

っ
た
。
日
本
製
の

テ
ィ
ッ
セ
ン
が
最
初
に
合
弁

自
動
車
用
鋼
板
は
１
９
９
０
年

相
手
に
求
め
た
の
が
当
時
提
携

代
に
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
課
税
を
課

し
て
い
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
だ

せ
ら
れ
た
。
日
本
か
ら
の
輸
出

っ
た
。
テ
ィ
ッ
セ
ン
の
主
要
顧

が
事
実
上
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ

客
の
独
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

と
も
Ｊ
Ｆ
Ｅ
を
誘
う
際
に
有
利

米
国
進
出
を
始
め
た
ば
か
り
。
　

に
働
く
と
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
顧
客
の
日
系
メ
ー
カ

　

最
終
的
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
リ
ス
ク

が
高
い
と
合
弁
を
見
送
り
、
テ

ィ
ッ
セ
ン
は
ア
ラ
バ

マ
エ
場
の

赤
字
に
苦
し
み
売
却
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

テ
ィ
ッ
セ
ン
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
利

害
関
係
は
、
今
の
ミ
タ
ル
と
新

日
鉄
住
金
と
重
な
る
。
新
日
鉄

住
金
が
テ
ィ
ッ
セ
ン
か
ら
工
場

買
収
の
打
診
を
受
け
た
の
は
１２

年
春
。
ち
ょ
う
ど
米
鋼
板
工
場

の
拡
張
を
検
討
し
て
い
た
タ
イ

ミ
ン
グ
だ

っ
た
点
が
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と

異
な
る
回
答
を
導
い
た
。

財
務
悪
化
に
苦
し
む
ミ
タ
ル

か
ら
か

つ
て
の
脅
威
は
消
え
た

か
に
み
え
る
。
だ
が
再
び
牙
を

む
く
可
能
性
が
な
い
相
手
で
は

な
い
。
そ
ん
な
緊
張
感
を
抱
え

な
が
ら
新
日
鉄
住
金

の
米
市
場

開
拓
が
始
ま

っ
た
。

米鉄鋼産業が南部に広がり始めた
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新日
ヌー 工場

ミタルと工場
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イ ン ド上場企業の取締役の構成事例
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